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１．はじめに 

旧富士山測候所のトライアル利用をチャレンジするにあ

たりブルドーザーでの上山をおこなうこととなりかつて

ない高速度での移動であることからトライアルで使用す

る予定であったパルスオキシメータ（Shenzhen Jumper 

Medical Equipment Co. Ltd.製 ，JPD-500D）を用い心拍

数，酸素飽度，灌流指数のモニタリングを急きょおこなっ

た．本稿においては上山の状況ならびにモニタリング結果

について報告するものである． 

 

２．旧富士山測候所への高速度上山時の状況 

２０１９年８月１８日，６時に太郎坊拠点を出発し上山

を開始した．当日の天候は，薄曇りから小雨，晴れ，霧，

晴れと移り変わり，車内に吹き付ける風の強さも大きく変

わった． モニタリングは，JPD-500Dを右人差し指に装着

してブルドーザーが地図で後日に標高を確認可能な地点

を通過する際に酸素飽和度，灌流指数，脈拍数を読み取り

事前に用意した記録用紙に記入した．気象庁中継小屋から

馬の背直下までの間は，激しい振動のためメモが取れなか

ったのとメータから出る音がオペレーターの支障になら

ないように電源を切ったためこの区間も NDとなった．  

高速度上山の状況ならびモニタリング結果を表２－１に

示す．また記録した結果をグラフにしたものを図２－１，

図２－２に示す． 

 

 

表２－１－１ 酸素飽和度，灌流指数，脈拍数のモニタリ

ング結果（上山開始前） 

※トライアル利用時に使用予定であった反射時間の測定

はしていたが，この時に酸素飽和度などの測定は失念して

いたので ND となった．エクセルからの貼り付けの関係で

そのまま載せる． 

 

 

 

 

 

表２－１－２ 酸素飽和度，灌流指数，脈拍数のモニタリ

ング結果（上山開始から終了) 

※気象庁中継小屋付近でトイレ休憩をしたが，心拍数の低

下はそのためと思われる． 

 

３．モニタリングを振り返って（紙面の関係で２．の図表

の間に記載する．） 

 今回は，限られた時間と資金で準備をしなければならな

かったのと不慣れであったこともあり前日夜の御殿場観

測サイトと当日の上山途中でのモニタリングデータが一

部得られていないなど不備も多かったが高速度での上山

による身体の反応をおぼろげながらでも記録できたのは

大きな収穫であった．激しい振動下で移動中に酸素飽和度

や灌流指数，脈拍数を確実に記録するためには手書きでは

なく何らかの形で電磁気的に記録する機材を確保しなけ

ればならないが可能であれば挑戦したいと思う． 

 またこのようなモニタリングをするにあたっては位置

情報（緯度，経度，高度）の取得・記録も必要となるがこ

れらの情報を得るのに前述と同様に激しい振動下でも確

実に動作可能であることが求められるのでこれらについ

て検討していきたいと考えている．本来の目的であった自

作装置による反射神経の計測は，測候所到着後におこなっ

たメータでの計測結果酸素飽和度が非常に下がっている

ことが分かり大事を取り当日のうちに徒歩で下山したた

めできなかったが下山後に自宅で使用したところ正常に

作動したので富士山頂へブルドーザーで輸送しても壊れ

ない物を作るという目標は達成できたことを合わせて報

告したい． 
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図２－１ 標高－酸素飽和度の経時変化 

 

図２－２ 標高、灌流指数、脈拍の経時変化 


